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平
均
価
格
は
、
平
成
15
年
８
月
が
５
０
８
円
、

今
年
８
月
が
１
２
３
７
円
と
２
倍
以
上
に
値
上

が
り
。
俳
句
の
季
語
と
な
る
ほ
ど
身
近
な
は
ず

の
庶
民
の
魚
が
、
遠
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る

▼
不
漁
の
原
因
に
は
、
生
息
数
の
減
少
、
温
暖

化
に
よ
る
海
水
温
の
上
昇
と
潮
流
の
変
化
、
外

国
船
に
よ
る
漁
獲
の
増
加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
▼
秋
刀
魚
に
限
ら
ず
、
今
夏
の
猛
暑
で
マ

ツ
タ
ケ
な
ど
の
き
の
こ
も
生
育
不
順
と
な
り
、

収
穫
量
の
減
少
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
自
然
の

中
で
育
つ
も
の
が
、
温
暖
化
な
ど
の
影
響
を
受

け
る
こ
と
は
当
然
の
帰
結
で
は
あ
る
▼
山
の

幸
、
海
の
幸
に
恵
ま
れ
る
日
本
。
値
上
げ
に
ば

か
り
目
を
奪
わ
れ
が
ち
だ
が
、
収
穫
・
漁
獲
の

減
少
や
後
継
者
不
足
な
ど
わ
が
国
の
食
料
問
題

は
多
い
。
旬
の
味
覚
を
襲
う
異
変
を
き
っ
か
け

に
、
今
ま
で
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
問
題
に
も
目
を
向
け
て
み
た
い
。

　

よ
う
や
く
秋
ら
し
い
過
ご
し
や
す
い
気
候
に

な
っ
て
き
た
。
四
季
の
な
か
で
も
収
穫
物
の
多

く
な
る
こ
の
時
期
、「
食
欲
の
秋
」
と
し
て
旬

の
食
材
に
舌
鼓
を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
▼
そ
ん

な
秋
の
味
覚
に
異
変
が
起
き
て
い
る
。
代
表
的

な
存
在
で
あ
る
秋
刀
魚
は
、
近
年
で
漁
獲
量
が

大
き
く
減
少
。
年
間
水
揚
げ
量
で
平
成
22
年
か

ら
12
年
連
続
日
本
一
を
誇
る
千
葉
県
の
銚
子
漁

港
で
も
、
昨
年
度
は
約
70
年
ぶ
り
に
秋
刀
魚
の

水
揚
げ
ゼ
ロ
に
な
っ
た
▼
今
年
は
昨
年
同
時
期

の
数
倍
程
度
、
水
揚
げ
が
増
加
し
て
い
る
漁
港

も
あ
る
そ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
か
つ
て
の
豊
漁

時
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
と
い
う
▼
東
京
中

央
卸
売
市
場
で
の
秋
刀
魚
の
１
㎏
あ
た
り
卸
売

寺
の
庭

　
秋
の
日
も
は
ら
　
み
ち
に
け
り
。

　
も
のゝ
音
な
く
　
明
る
く
て
あ
り

（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」）

釈
　
迢
空

「
洗
馬
長
興
寺
」

４
・
５
面
に
関
連
記
事

　

会
計
学
と
い
え
ば
、
ド
ラ
イ
に
数
字
と
に

ら
め
っ
こ
す
る
学
問
│
│
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

は
、
金
子
良
太
・
経
済
学
部
経
営
学
科
教
授

の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
が
ら
り
と
変
わ
っ

て
く
る
。

　

非
営
利
組
織
（
N
P
O
）
の
会
計
と
い

う
、
耳
慣
れ
な
い
分
野
の
研
究
を
進
め
て
い

る
金
子
教
授
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
私
た
ち
の
社
会
や
生
活
に
密
接
に
関
連

し
た
活
動
を
行
う
非
営
利
組
織
に
、
な
ぜ
目

を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
が
よ
く
わ
か

る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
一
人
の
人
間
と
し

て
の
真
摯
な
態
度
だ
。

　

き
っ
か
け
の
一
つ
は
、
2
0
0
9
年
か
ら

11
年
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
だ
と
い
う
。
現

地
で
異
文
化
の
紹
介
を
行
う
組
織
や
、
ア
メ

リ
カ
へ
や
っ
て
来
た
ば
か
り
の
人
の
地
域
順

応
を
手
助
け
す
る
活
動
に
ふ
れ
、
そ
の
一
端

に
参
加
し
た
こ
と
で
、
非
営
利
組
織
の
意
義

に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
も
う
１
つ
の

き
っ
か
け
が
帰
国
後
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
だ
。
多
く
の
団
体
が
震
災
復
興
に
懸
命

に
貢
献
す
る
姿
を
見
た
こ
と
で
、
社
会
で
非

営
利
活
動
が
な
し
う
る
こ
と
に
つ
い
て
、
改

め
て
思
い
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
語

る
。

　

営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
私
た
ち
の
社
会
や

生
活
の
只
中
で
何
か
し
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

果
た
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
非
営
利
組
織
。

そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
す
た
め
に
こ
そ
、

会
計
学
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
│
│
そ
う
、

金
子
教
授
は
信
じ
て
い
る
。

　

金
子
教
授
に
そ
の
考
え
に
至
っ
た
経
緯
や

非
営
利
組
織
の
会
計
を
め
ぐ
る
課
題
と
可
能

性
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

研
究
者に
聞聞
く

会
計
学
で

N
P
O
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン

達
成
を
支
え
る

経
済
学
部・金
子
良
太
教
授

　

公
益
財
団
法
人
西
日
本
新
聞
文

化
財
団
が
主
催
す
る
第
82
回
「
西

日
本
文
化
賞
」
の
各
部
門
受
賞
者

が
10
月
３
日
に
発
表
さ
れ
、
国
学

院
大
学
研
究
開
発
推
進
機
構
の
池

田
榮よ

し

史ふ
み

教
授
＝
写
真
＝
が
学
術
文

化
部
門
で
受
賞
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
西
日
本
新
聞
社
が

九
州
・
沖
縄
地
域
の
文
化
、
芸

術
、
学
術
な
ど
で
顕
著
な
業
績
を

挙
げ
た
個
人
・
団
体
を
顕
彰
す
る

た
め
、
昭
和
15
（
１
９
４
０
）
年

に
創
設
。
今
年
度
か
ら
は
同
財
団

が
主
催
し
て
い
る
。

　

池
田
教
授
の
専
門
は
、
水
中
考

古
学
、
日
本
考
古
学
、
博
物
館

学
。
特
に
水
中
考
古
学
で
は
、
鎌

倉
時
代
に
起
き
た
蒙
古
襲
来
の
古

戦
場
で
あ
る
長
崎
県
松
浦
市
鷹
島

町
沖
合
の
海
底
遺
跡
「
鷹
島
神
崎

遺
跡
」
の
調
査
、
研
究
で
成
果
を

挙
げ
て
い
る
。

　

同
遺
跡
周
辺
は
、
元
寇
の
船
団

が
暴
風
雨
で
沈
没
し
た
地
点
で
あ

り
、
池
田
教
授
は
平
成
23
（
２
０

１
１
）
年
に
沈
没
し
た
元
寇
船
を

発
見
し
、
大
き
な
話
題
と
な
っ

た
。
26
年
に
は
２
隻
目
の
沈
没
船

を
発
見
し
た
ほ
か
、
令
和
４
年
に

は
約
２
ｍ
の
木
製
い
か
り
を
引
き

揚
げ
る
な
ど
、
蒙
古
襲
来
の
実
態

解
明
に
繫
が
る
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。
今
回
の
受
賞
は
「
歴
史
研
究

に
新
た
な
展
望
を
開
い
た
」
と
功

績
が
評
価
さ
れ
た
。

　

今
後
、
贈
呈
式
が
11
月
３
日
、

受
賞
記
念
講
演
会
が
12
月
３
日
に

福
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
。
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新潟コメ作りワークショップ
日本文化に触れる

学生らが稲刈り

国際招聘研究員リーベン氏
１年間の研究成果を発表
　国学院大学国際招聘研究員として滞在して
いたソメン・リーベン氏による研究成果発表
会が９月13日、渋谷キャンパスで開催され
大学院生や教職員らが参加した。
　ルーヴェンカトリック大学（ベルギー）博
士候補生のリーベン氏は昨年10月から１年
間、手塚雄太・文学部准教授の協力を受け研
究に取り組んでいた。当日は「戦間期におけ
る日本外務省の『メディア化：日露戦争か
ら満州事変までの期間を中心に』」と題し講
演。参加した学生、教職員らは真剣に耳を傾
けていた。

　

９
月
24
日
、「
新
潟
コ
メ
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
稲
刈
り
が
新
潟
市
北

区
で
行
わ
れ
、
在
学
生
９
人
と
教
員
２

人
を
は
じ
め
協
力
農
家
の
方
な
ど
約
40

人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
コ
メ
作
り
は
、
彬
子
女
王
殿
下

が
総
裁
を
務
め
ら
れ
る
一
般
社
団
法
人

心
游
舎
が
主
催
し
て
お
り
、
コ
メ
作
り

の
体
験
を
通
し
て
、
日
本
の
文
化
や
歴

史
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
。
今
年
も
学
生
は
自
然
栽
培

に
取
り
組
む
地
元
農
家
の
協
力
を
受

け
、
田
植
え
や
草
刈
り
に
参
加
し
て
き

た
。

　

野
良
着
に
着
替
え
た
学
生
ら
は
一
面

黄
金
色
に
輝
く
田
ん
ぼ
に
集
合
。
協
力

農
家
の
方
々
か
ら
稲
の
刈
り
取
り
方
の

説
明
を
受
け
た
後
、
実
際
に
田
ん
ぼ
に

入
っ
て
刈
り
取
り
を
行
っ
た
。
刈
り
取

っ
た
稲
は
、
地
元
で
「
ま
る
け
る
」
と

呼
ば
れ
る
、
藁
を
使
っ
て
稲
を
束
ね
る

作
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　

は
じ
め
は
ぎ
こ
ち
な
く
刈
り
取
り
を

進
め
た
学
生
た
ち
も
、
協
力
農
家
の
方

々
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
と
徐
々

に
手
際
も
良
く
な
っ
て
い
っ
た
。
な
か

に
は
こ
れ
ま
で
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ

参
加
し
た
経
験
が
あ
る
学
生
も
お
り
、

初
参
加
の
学
生
や
教
員
に
声
を
か
け
て

協
力
す
る
姿
も
。
学
生
ら
が
刈
り
取
っ

た
稲
は
、
乾
燥
さ
せ
る
た
め
に
次
々
と

「
は
さ
」
と
呼
ば
れ
る
稲
を
干
す
た
め

に
木
や
竹
を
組
ん
で
作
っ
た
柵
に
か
け

ら
れ
て
い
っ
た
。

　

学
生
ら
は
ま
だ
強
い
日
差
し
に
も
負

け
ず
約
２
時
間
の
刈
り
取
り
を
終
え
る

と
、
最
後
に
は
田
ん
ぼ
に
残
っ
た
落
穂

を
拾
い
、
作
業
を
終
え
た
。

　

刈
り
取
り
後
は
公
民
館
へ
移
動
し
、

参
加
者
全
員
で
振
り
返
り
を
行
っ
た
。

学
生
た
ち
か
ら
は
「
毎
日
何
気
な
く
食

べ
て
い
る
お
コ
メ
だ
が
、
日
々
労
力
を

か
け
て
コ
メ
を
作
る
方
の
存
在
を
じ
か

に
感
じ
、
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
た
」

「
以
前
参
加
し
た
際
は
作
業
す
る
の
に

必
死
だ
っ
た
が
、
今
回
は
田
ん
ぼ
の
周

り
の
自
然
も
感
じ
な
が
ら
稲
刈
り
が
で

き
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
が
っ
た
。

　

今
回
収
穫
し
た
コ
メ
は
、
今
後
、
太

宰
府
天
満
宮
（
福
岡
県
）
へ
奉
納
さ
れ

る
予
定
。

手
作
業
で
稲
刈
り
を
体
験
し
た
参
加
者
た
ち

歓迎会に集った交換留学生や在学生、教職員たち

農
家
の
方
の
指
導
を
受
け
る
学
生

国
際
交
流
歓
迎
会

８
人
が
本
学
留
学
を
ス
タ
ー
ト

　

９
月
か
ら
本
学
で
の
留
学
が
始
ま
っ
た

K
―
S
T
E
P
交
換
留
学
生
ら
を
迎
え
る

国
際
交
流
歓
迎
会
が
９
月
29
日
、
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
学
生
や
教
職
員
ら
約

60
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
星
野
靖
二
・
国
際
交
流
推
進

委
員
（
研
究
開
発
推
進
機
構
教
授
）
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
、「
コ
ロ
ナ
禍
を
思
い
起
こ
す

と
、
留
学
生
の
み
な
さ
ん
が
本
学
に
来
て
く

れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。
本
学
学
生
と
も

交
流
を
深
め
て
も
ら
い
、
日
本
で
過
ご
す
時

間
が
良
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
来
日
し
た
K
―
S
T
E
P
留

学
生
８
人
と
国
際
招
聘
研
究
員
が
自
己
紹
介

を
行
い
、
専
攻
す
る
学
問
や
趣
味
、
日
本
の

好
き
な
も
の
な
ど
を
語
る
と
、
会
場
か
ら
は

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
、
参

加
者
た
ち
が
自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
交
流
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は

「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
好
き
か
」「
ブ
ド
ウ
狩

り
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
」
な
ど
相
互
に
質

問
を
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

懇
親
の
時
間
で
は
軽
食
も
用
意
さ
れ
、
食

事
を
し
な
が
ら
「
日
本
で
何
を
し
て
み
た
い

？
」「
行
っ
て
み
た
い
観
光
地
は
？
」
な
ど

会
話
を
楽
し
む
様
子
や
、
連
絡
先
を
交
換
す

る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

最
後
は
、
田
原
裕
子
・
国
際
交
流
推
進
部

長
（
経
済
学
部
教
授
）
が
「
５
大
学
か
ら
８

人
が
来
て
く
れ
た
。
日
本
ら
し
い
季
節
の
移

ろ
い
を
感
じ
つ
つ
、
充
実
し
た
留
学
に
し
て

ほ
し
い
。
本
学
学
生
も
、
来
日
し
た
皆
さ
ん

の
留
学
が
素
敵
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
協
力

し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

今
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
国
際
交
流
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
ア
ワ
ー
が
隔
週
金
曜
日

に
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
留
学
生
が
日
本
文
化

を
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
本
学

学
生
と
交
流
を
深
め
る
予
定
。

９月卒業・修了
学部74人、大学院３人

　国学院大学の令和５年度９月卒業生・修了
生が９月30日付で確定し、学部74人、大学
院博士前期課程３人が卒業・修了を迎えた。
　９月27日に行われた文学部証書授与式で
は、矢部健太郎学部長が祝辞を述べ、卒業生
一人一人に証書を手渡した＝写真。
　大学院修了式も同日に行われ、佐藤長門大
学院委員長（文学部教授）が祝辞を述べ、指
導教員からは学位論文の講評とともに、卒業
を祝う言葉が贈られた。
　卒業期は132期で、学部の卒業式典は令和
６年３月20日に開催される予定。所属別の
卒業生数は次の通り。
◎ 大学院▶博士前期課程◇文学研究科２人▷
史学専攻２人◇法学研究科▷法律学専攻１
人
◎ 学部▶文学部29人▷哲学科４人▷史学科
５人▷日本文学科８人▷中国文学科３人▷
外国語文化学科９人▶経済学部17人▷経
済学科６人▷経済ネットワーキング学科６
人▷経営学科５人▶法学部15人▷法律専
攻14人▷政治専攻１人▶神道文化学部▷
神道文化学科６人▶人間開発学部７人▷初
等教育学科１人▷健康体育学科４人▷子ど
も支援学科２人

プロバスケチームと協力
スポーツビジネスを学ぶ

　プロバスケットボールリーグB.LEAGUE
に所属し、渋谷を本拠地とする「サンロッカ
ーズ渋谷」と協力した「スポーツビジネスを
学ぶ講座」の第１回が９月29日、渋谷キャ
ンパスで開催され、学生約30人が参加した。
　当日は、株式会社サンロッカーズエンタテ
イメントマーケティングの吉村隆宏氏を招
き、B.LEAGUEやサンロッカーズ渋谷の取
り組みなどの概要について説明がなされた。
　参加した学生は、「サンロッカーズ渋谷だ
けでなく、スポーツ業界そのものに興味を持
つことができた」と振り返った。

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、
私
学
と
し
て
の

公
共
性
と
独
自
性
の
あ
る
教
育
研
究
体
制
を
確
立

す
る
た
め
、
広
く
ご
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
、
別
表
の
通

り
、
多
方
面
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
た
ま
わ
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
、
ご
芳
名
を
掲
載
し
、
重
ね
て
深
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明
治
23
（
1
8
9
0
）
年
、
皇
典
講

究
所
を
母
体
と
し
て
国
学
院
の
設
立
が

企
図
さ
れ
た
折
、
当
時
の
所
長
山
田
顯

義
に
よ
っ
て
公
示
さ
れ
た
『
國
學
院
設

立
趣
意
書
』
で
は
、
国
学
院
に
お
い
て

は
国
史
・
国
文
・
国
法
を
攻
究
の
基
本

と
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
。
国
史
と

は
日
本
の
歴
史
、
国
文
と
は
わ
が
国
の

文
学
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
が
、
残
る

国
法
と
は
い
っ
た
い
な
ん
で
あ
ろ
う
。

　

山
田
は
よ
ほ
ど
「
国
法
」
に
思
う
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
と
み
え
、
す
で
に
『
國

學
院
設
立
趣
意
書
』
に
先
立
つ
明
治
21

年
に
、
皇
典
講
究
所
の
参
襄
・
協
賛
・

講
師
ら
を
招
い
た
晩
餐
会
の
席
上
、
近

時
、
皇
室
典
範
、
大
日
本
帝
国
憲
法
以

下
諸
法
律
の
制
定
が
進
み
、
立
憲
政
治

の
準
備
が
整
い
、
近
代
国
家
の
確
立
に

至
っ
た
が
、
改
め
て
日
本
の
国
家
成
立

の
所
以
と
歴
史
を
明
ら
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
演
説
を
行
っ
て
い

る
。
同
じ
席
で
は
法
制
局
長
官
井
上
毅

も
「
近
く
憲
法
政
治
を
実
施
す
る
わ
が

国
も
国
典
を
講
究
し
て
立
国
の
大
本
を

明
ら
か
に
す
べ
き
」
で
あ
り
、「
国
典

は
国
民
教
育
上
の
随
一
で
、
国
民
の
憂

国
心
が
依
っ
て
生
ま
れ
る
基
で
あ
る
」

と
説
い
て
い
る
。
当
時
伊
藤
博
文
と
憲

法
原
案
の
起
草
に
苦
心
し
て
い
た
井
上

の
言
葉
で
あ
る
だ
け
に
、
国
法
（
国

典
）
へ
の
気
負
い
が
読
み
取
れ
る
よ
う

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
国
法
（
国

典
）
と
は
、
わ
が
国
に
お
こ
な
わ
れ
て

き
た
法
制
の
攻
究
に
そ
の
意
味
を
求
め

て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

で
は
お
題
目
は
さ
て
お
く
と
し
て
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
学
び
が
行
わ

れ
た
の
か
。
国
学
院
設
立
以
前
、
皇
典

講
究
所
の
文
学
部
の
教
科
の
一
つ
に
す

で
に
法
令
が
み
え
る
の
で
参
考
に
す

る
。『
皇
典
講
究
所
教
程
表
』
に
よ
る

と
、
本
科
第
三
年
か
ら
第
五
年
に
至
る

全
六
級
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
正
・
副

両
科
で
以
下
の
文
献
が
用
い
ら
れ
た
。

第
三
年
第
六
級
（
正
：
令
義
解
・
禁
秘

抄
、
副
：
姓
氏
録
・
神
祇
志
・
唐
六

典
）、
同
第
五
級
（
正
：
令
義
解
・
逸

令
、
副
：
職
原
抄
・
公
事
根
源
・
唐
六

典
）、
第
四
年
第
四
級
（
正
：
律
疏
・

逸
律
、
副
：
法
曹
至
要
抄
・
金
玉
掌
中

抄
・
唐
律
疏
義
）、
同
第
三
級
（
正
：

延
喜
式
・
儀
式
、
副
：
北
山
抄
・
貞
永

式
目
・
唐
律
疏
義
）、
第
五
年
第
二
級

（
正
：
延
喜
式
・
儀
式
、
副
：
江
家
次

第
・
貞
永
式
目
追
加
・
明
律
）、
同
第

一
級
（
正
：
類
聚
三
代
格
・
類
聚
符
宣

抄
、
副
：
刑
法
・
治
罪
法
・
明
律
）
の

ご
と
く
で
あ
る
。

　

右
か
ら
は
、
①
日
本
法
制
史
料
の
講

読
を
一
義
と
し
、
一
方
で
は
唐
・
明
代

の
中
国
法
制
史
料
も
参
看
さ
れ
た
こ

と
、
②
国
法
は
六
〜
四
級
ま
で
は
前
近

代
の
行
政
法
・
刑
法
を
基
本
に
、
宮
中

儀
礼
の
故
実
書
・
神
祇
関
連
法
も
学
ば

れ
た
こ
と
、
③
三
〜
二
級
で
は
古
代
の

儀
式
書
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
読

み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
学

び
と
一
線
を
画
す
の
が
、
一
級
の
④

『
類
聚
三
代
格
』
や
『
類
聚
符
宣
抄
』

な
ど
法
運
用
の
実
際
を
知
る
文
献
が
使

用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
両
書
が
法
を

政
務
上
に
運
用
す
る
う
え
で
の
施
行
細

則
や
具
体
的
実
例
・
文
例
集
で
あ
る
こ

と
は
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
本
学
の

国
法
の
実
と
は
、
法
制
度
の
建
前
と
運

用
実
態
の
歴
史
が
、
史
料
に
基
づ
い
て

学
ば
れ
た
点
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

 

研
究
開
発
推
進
機
構
助
教

 

（
特
別
専
任
）　
比
企
貴
之

国
法
の
本
義

皇
典
講
究
所
教
程
表 第

回
54

「
指
定
寄
付
金
」ご
芳
名

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、
私
学
と
し
て
の

公
共
性
と
独
自
性
の
あ
る
教
育
研
究
体
制
を
確
立

す
る
た
め
、
広
く
ご
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
、
別
表
の
通

り
、
多
方
面
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
た
ま
わ
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
、
ご
芳
名
を
掲
載
し
、
重
ね
て
深

甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
法
人
に
対
す
る
ご
寄
付
は
、
専
用
用
紙
に
よ

る
申
し
込
み
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
る
申
し
込
み
が
可
能
で

す
。
詳
細
は
９
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 

（
総
務
部
総
務
課
）

令和５年度 指定寄付者一覧（敬称略） 令和５年４月１日～９月30日（単位：円）
申込者 寄付先 金額 収納日

藤井　岳 学生・生徒等の奨学基金 10,000 令和５年４月10日
新井　さきほ 学生・生徒等の奨学基金 50,000 令和５年４月12日
田中　千晴 課外活動支援（硬式野球部） 1,200,000 令和５年４月13日
關橋　淳 課外活動支援（硬式野球部） 1,000 令和５年４月24日
小嶋　芳武 学生・生徒等の活動支援 50,000 令和５年４月24日

市川　博之 学生・生徒等の奨学基金

2,500 令和５年４月24日
2,500 令和５年５月22日
2,500 令和５年６月22日
2,500 令和５年７月25日
2,500 令和５年８月22日
2,500 令和５年９月25日

松浦　傳 学生・生徒等の奨学基金 50,000 令和５年５月16日
宇都木　丈夫 教育・研究振興支援 20,000 令和５年５月17日
高橋　真人 課外活動支援（ラグビーフットボール部） 120,000 令和５年５月22日
関根　俊 学生・生徒等の奨学基金 1,000,000 令和５年５月28日
大橋　英彦 学生・生徒等の活動支援 100,000 令和５年６月 ７日
岩﨑　和友 学生・生徒等の奨学基金 10,000 令和５年６月 ７日
矢澤　敏司 学生・生徒等の奨学基金 10,000 令和５年６月14日

臼杵　千枝子 学生・生徒等の活動支援
（箱根駅伝と東都大学１部リーグ野球の上位入賞への支援） 200,000 令和５年６月16日

橋本博之土地家屋調査士事務所
橋本　博之 学生・生徒等の活動支援（剣道部、陸上競技部） 20,000 令和５年６月21日

牧内　りずむ 学生・生徒等の奨学基金 5,000 令和５年６月22日
山本　周典 学生・生徒等の奨学基金 5,000 令和５年６月22日
高橋　理沙 課外活動支援（陸上競技部） 30,000 令和５年６月22日
金田　亮平 課外活動支援（陸上競技部） 2,000 令和５年６月22日
喜多山　健二 学生・生徒等の奨学基金 100,000 令和５年６月22日
遠藤　洋之 学生・生徒等の奨学基金 30,000 令和５年６月22日
小瀬　孝雄 学生・生徒等の奨学基金 100,000 令和５年６月22日
伊藤　直記 課外活動支援（陸上競技部） 20,000 令和５年６月22日
昱株式会社取締役社長　中川　崇 課外活動支援（硬式野球部） 100,000 令和５年６月28日
菊池　玲子 課外活動支援（陸上競技部） 10,000 令和５年７月 ７日

清水　理江子 学生・生徒等の奨学基金

5,000 令和５年７月 ７日
5,000 令和５年７月25日
5,000 令和５年８月22日
5,000 令和５年９月25日

匿名 学生・生徒等の活動支援（久我山中学・高等学校）
3,000 令和５年７月13日
3,000 令和５年８月16日
3,000 令和５年９月14日

株式会社アローズ・ケイ・渋谷
代表取締役　城所　俊哉 学生・生徒等の奨学基金 50,000,000 令和５年７月31日

荒井　康一郎 課外活動支援（バスケットボール部） 5,000 令和５年８月 ７日
匿名 課外活動支援（硬式野球部） 100,000 令和５年８月10日
株式会社アルク
代表取締役　實川　利光 学生・生徒等の奨学基金 60,000 令和５年８月18日

青木　二朗 課外活動支援（アルティメット部〈TRIUMPH〉） 10,000 令和５年８月22日
神社本庁総合研究所
所長　田中　恆清 教育・研究振興支援（研究開発推進センター研究事業） 300,000 令和５年８月22日

国学院大学院友会徳島県支部
支部長　後藤　立夫 教育・研究振興支援 20,000 令和５年９月21日

株式会社四門
代表取締役　寶土　大亮 教育・研究振興支援（考古学研究室） 100,000 令和５年９月27日
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研
究
者に
聞聞
く

非
営
利
組
織

非
営
利
組
織
の

会
計
会
計
に

向
き
合
う
こ
と
で
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成
達
成
に

貢
献
貢
献
で
き
る

こ
と
が
あ
る

経
済
学
部・金
子
良
太
教
授

か
ね
こ・
り
ょ
う
た　
専
門
は
、財
務
会
計
・
非
営
利
組
織
会
計
。公

認
会
計
士
・
米
国
公
認
会
計
士
で
も
あ
る
。「
内
閣
府
特
定
非
営
利
活

動
法
人
の
会
計
の
明
確
化
に
関
す
る
研
究
会
」委
員
を
は
じ
め
経
済

産
業
省
の
委
員
な
ど
を
歴
任
。主
な
著
書
に『
非
営
利
法
人
の
税
務

論
点
』（
中
央
経
済
社
、２
０
２
２
年
）、『
社
会
福
祉
法
人
の
課
題
解

決
と
未
来
の
展
望
』（
同
文
舘
出
版
、２
０
２
１
年
）な
ど
。

　

非
営
利
組
織
と
い
う
も
の
は
私
に

と
っ
て
、
会
計
と
い
う
観
点
に
お
け

る
研
究
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
公

認
会
計
士
と
し
て
関
係
し
て
き
た
実

践
的
な
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

追
っ
て
お
話
し
す
る
よ
う
に
、
若

い
頃
か
ら
非
営
利
組
織
に
は
興
味
を

抱
い
て
い
て
非
営
利
組
織
に
お
け
る

会
計
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
た
の

で
す
が
、
よ
り
本
格
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
る
決
定
的
な
き
っ
か
け
の

一
つ
は
、
2
0
0
9
年
10
月
か
ら
11

年
３
月
に
か
け
て
の
国
外
派
遣
研
究

員
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
で
し

た
。

　

日
本
を
含
め
た
ア
ジ
ア
の
方
々
が

さ
ま
ざ
ま
な
非
営
利
組
織
を
立
ち
上

げ
、
例
え
ば
桜
祭
り
と
い
っ
た
文
化

を
現
地
の
人
た
ち
に
紹
介
し
て
伝
え

て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み
や
、
ア
メ

リ
カ
に
や
っ
て
来
た
ば
か
り
の
人
を

地
域
社
会
に
適
応
で
き
る
よ
う
手
助

け
す
る
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
た
の

で
す
。

　

私
も
そ
の
一
端
に
参
加
し
て
み

て
、
会
計
だ
け
で
は
な
く
非
営
利
組

織
と
い
う
も
の
の
意
義
に
、
惹
き
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
教
育
、
医
療
、
発
展
途
上
国
の

支
援
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
非
営
利

組
織
は
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い

て
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
関
係

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。

　

そ
う
し
た
実
感
を
抱
き
な
が
ら
日

本
に
帰
っ
て
き
た
の
が
、
2
0
1
1

年
３
月
。
図
ら
ず
も
、
帰
国
直
後
に

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
、
残
さ

れ
た
方
々
も
心
身
や
生
活
環
境
と
も

に
さ
ま
ざ
ま
な
傷
を
負
わ
れ
た
わ
け

で
す
が
、
そ
の
な
か
で
多
く
の
団
体

が
震
災
復
興
へ
貢
献
し
て
い
っ
た
こ

と
は
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
で
し
ょ

う
。
私
自
身
も
、
阪
神
淡
路
大
震
災

の
被
災
地
で
大
学
生
活
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
懸
命
な
活
動
を
見
な
が
ら
、

私
た
ち
の
社
会
で
非
営
利
活
動
が
な

し
う
る
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
思

い
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
経
験
が
、
私
が
非
営
利
組
織
の

会
計
と
い
う
も
の
を
そ
れ
ま
で
以
上

に
専
門
的
に
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ

た
大
き
な
背
景
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
、
非
営
利
組
織
の
会
計
と
い

う
も
の
は
、
会
計
学
の
な
か
で
も
議

論
が
熟
す
る
の
は
こ
れ
か
ら
と
い
う

分
野
で
す
。
そ
も
そ
も
、
お
そ
ら
く

皆
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
通
り
、

会
計
と
い
え
ば
企
業
会
計
と
い
う
の

が
、
会
計
学
の
な
か
で
も
、
あ
る
い

は
公
認
会
計
士
の
活
動
の
な
か
で
も

一
般
的
で
し
た
。

　

日
本
に
限
っ
て
み
て
も
特
定
非
営

利
活
動
促
進
法
が
制
定
さ
れ
た
の
が

1
9
9
8
年
で
す
か
ら
、
会
計
学
に

お
い
て
非
営
利
組
織
の
こ
と
を
考
え

る
と
い
う
こ
と
自
体
が
新
し
い
物
事

で
あ
る
こ
と
は
、
ご
理
解
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。

興
味
を
持
っ
た
２
つ
の
き
っ
か
け

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
生

活
の
最
中
に
あ
っ
た
2
0
0
0
年
代

の
こ
と
、
世
の
動
向
を
見
聞
き
し
な

が
ら
自
分
も
活
動
や
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
く
な
か
で
、
公
認
会
計
士
、

そ
し
て
そ
れ
を
取
り
巻
く
世
界
が
、

お
金
儲
け
の
こ
と
ば
か
り
に
偏
り
す

ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
問

を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
計
と
い
え
ば
企
業
の
利
益
や
税

金
を
計
算
す
る
も
の
と
い
う
前
提
の

な
か
で
、
当
時
は
華
や
か
な
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
が
続
々
と
世
に
出
て
き
て

い
た
時
代
で
も
あ
り
、
私
た
ち
の
周

辺
に
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
空
気
が
あ
っ
た

の
は
、
正
直
な
事
実
で
す
。
私
自
身

は
物
欲
も
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
人
間

で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
う
し
た

空
気
に
は
ち
ょ
っ
と
つ
い
て
い
け
な

い
な
、
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

決
し
て
皆
が
皆
そ
う
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
│
│
企
業
会
計
に
携
わ

っ
て
い
る
公
認
会
計
士
も
、
あ
る
い

は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
方
々
で
あ
っ

て
も
、
良
心
の
も
と
に
活
動
さ
れ
て

い
る
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
前
提
と
し
た
話
で
は
あ

り
ま
す
。
あ
く
ま
で
、
私
が
当
時
感

じ
た
時
代
の
空
気
を
め
ぐ
る
回
想
で

あ
る
こ
と
を
、
ご
承
知
お
き
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
は
ち
ょ
う
ど
30
代
に
突
入
し

よ
う
と
し
て
い
た
頃
で
し
た
か
ら
、

こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
悩
み
ま
し

た
。
研
究
分
野
と
し
て
も
、
競
争
が

激
し
い
企
業
会
計
の
こ
と
を
や
っ
て

い
く
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
こ
れ
と
考
え
た
と
き
に
、
何

か
新
し
い
世
界
へ
と
踏
み
出
せ
な
い

か
と
視
野
に
入
っ
て
き
た
の
が
、
未

開
拓
の
領
域
が
多
く
残
っ
て
い
た
非

営
利
組
織
の
会
計
を
は
じ
め
と
す
る

公
会
計
分
野
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

　

私
自
身
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
伝
統
あ
る
商
業
科
で
知
ら
れ

て
い
た
高
校
の
生
徒
だ
っ
た
頃
に
は

す
で
に
、
会
計
学
の
基
礎
で
あ
る
簿

記
を
学
習
し
、
公
認
会
計
士
に
な
る

こ
と
が
目
標
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

企
業
会
計
が
そ
の
勉
強
の
中
心
で
あ

り
、
将
来
的
に
も
取
り
組
む
も
の
と

し
て
念
頭
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

や
が
て
大
学
で
勉
強
を
進
め
、
公

認
会
計
士
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
が
と
っ
た

行
動
は
、
大
学
の
図
書
館
に
通
い
つ

め
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
実
は
試

験
合
格
後
に
、
会
計
士
の
卵
と
し
て

ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
実
務
に
あ
た
っ
て
い
る

先
輩
た
ち
が
喋
っ
て
い
る
内
容
が
、

ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
だ
っ
た
の
で

す
。
も
と
も
と
本
を
読
む
こ
と
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
の
う

ち
に
少
し
で
も
知
識
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
、
試
験
合
格
後
に
大

学
の
図
書
館
に
足
繁
く
通
っ
て
専
門

書
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
計
の
本
は
、
文
字
通
り
、
棚
の

隅
か
ら
隅
ま
で
読
み
ま
し
た
。
す
る

と
や
は
り
、
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
書
い
て
あ
っ
た
。
ま
だ
、
勉
強

を
続
け
た
い
な
│
│
そ
う
強
く
思
っ

た
の
が
、
会
計
学
の
研
究
者
に
な
る

第
一
歩
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
当
時
指
導
い
た
だ
い
て
い
た
先

生
の
勧
め
も
あ
り
、
大
学
院
へ
と
進

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

資
格
を
保
有
す
る
公
認
会
計
士
と

し
て
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
会
計
学

を
専
門
と
す
る
大
学
院
生
、
や
が
て

は
大
学
教
員
と
し
て
研
究
を
進
め

る
、
と
い
う
日
々
を
送
る
よ
う
に
な

未
開
拓
の
非
営
利
組
織
会
計
へ
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そ
の
後
、
社
会
に
お
け
る
非
営
利

組
織
へ
の
注
目
度
は
高
ま
り
、
公
認

会
計
士
が
活
躍
す
る
場
の
一
つ
に
も

な
っ
て
き
ま
し
た
。
10
年
後
に
そ
の

先
輩
と
会
っ
た
と
き
、
お
そ
ら
く
は

当
時
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
同
じ
よ

う
に
「
最
近
は
何
を
や
っ
て
い
る
の

？
」
と
聞
か
れ
、「
非
営
利
組
織
の

会
計
で
す
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、

「
い
い
と
こ
ろ
に
目
を
つ
け
た
ね
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
ま

た
、
記
憶
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
す
。

　

近
年
は
社
会
全
体
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（Sustainable D
evelopm

ent 
Goals

：
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

や
Ｅ
Ｓ
Ｇ（Environm

ent

：
環
境
、

Social

：
社
会
、Governance

：
企

業
統
治
―
―
を
考
慮
し
た
投
資
や
経

営
、
事
業
活
動
）
と
い
っ
た
こ
と
が

検
討
さ
れ
、
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
社
会
的
な
課
題
と
し

て
は
新
し
い
も
の
だ
と
捉
え
ら
れ
が

ち
で
す
が
、
し
か
し
こ
う
し
て
注
目

を
浴
び
る
よ
う
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
早

く
か
ら
関
わ
り
、
課
題
に
取
り
組
ん

で
き
た
の
が
非
営
利
組
織
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
も
い
え
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

私
が
非
営
利
組
織
の
会
計
と
い
う

も
の
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
２
０
０

０
年
頃
、
あ
る
公
認
会
計
士
の
先
輩

か
ら
「
最
近
ど
う
な
の
？
」
と
聞
か

れ
、「
今
後
は
、
非
営
利
組
織
の
会

計
に
重
心
を
移
し
て
い
こ
う
と
思
う

ん
で
す
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
、「
そ

ん
な
こ
と
が
金
に
な
る
の
か
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
、
強
く
記
憶
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

公
認
会
計
士
の
世
界
に
お
い
て
、

企
業
会
計
と
い
う
分
野
は
大
き
な
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は

事
実
で
す
。
そ
の
世
界
を
研
究
す
る

会
計
学
に
お
い
て
も
、
企
業
会
計
が

中
心
を
占
め
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
、
何
の
不
思
議
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
非
営
利
組
織
の
側
が
会
計

に
関
心
が
な
か
っ
た
り
、
公
認
会
計

士
に
払
う
お
金
が
な
か
っ
た
り
、
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
非
営
利

組
織
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
公
会
計

分
野
は
、
端
的
に
い
っ
て
未
成
熟
だ

っ
た
の
で
す
。

社
会
的
課
題
と
関
わ
っ
て
き
た
N
P
O

ダ
ー
に
対
し
て
適
切
な
会
計
報
告
を

行
っ
て
い
く
必
要
は
、
当
然
あ
る
わ

け
で
す
。

　

非
営
利
組
織
会
計
の
変
革
を
先
行

し
て
進
め
て
き
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、

1
9
9
0
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
複
式
簿
記
・
発
生
主
義
会
計
と

い
う
企
業
会
計
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
た
体
系
が
採
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
企
業
と
非
営
利
組

織
は
組
織
目
的
や
取
引
の
あ
り
方
が

異
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
非
営
利
組

織
に
対
し
て
独
自
の
規
定
も
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
財
務
会

計
基
準
審
議
会
（
F
A
S
B
）
は
一

貫
し
て
、
非
営
利
組
織
の
会
計
に
関

す
る
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

他
方
で
、
企
業
・
政
府
・
非
営
利

組
織
が
単
一
の
会
計
基
準
を
用
い
て

い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、

2
0
1
4
年
以
降
、
企
業
と
政
府
・

非
営
利
組
織
と
で
異
な
る
会
計
基
準

を
用
い
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
企
業
会
計
化
が
進
ん
で
い
く

非
営
利
組
織
会
計
の
世
界
に
お
い

て
、
方
向
転
換
と
も
い
え
る
よ
う
な

事
態
を
見
せ
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
非
営
利
組
織

の
存
在
感
が
社
会
の
な
か
で
大
き
く

な
る
に
つ
れ
て
、
非
営
利
組
織
の
会

計
に
、
企
業
会
計
の
考
え
方
や
方
法

が
組
み
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
も
ま

た
、
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
非
営
利
組
織
に
は
、
寄

付
や
補
助
金
な
ど
の
提
供
者
に
対
し

て
、
事
業
成
果
や
財
政
状
況
を
報
告

す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
活
用
さ

れ
る
場
面
も
増
え
て
き
ま
し
た
か

ら
、
体
感
的
に
も
ご
理
解
い
た
だ
き

や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
補
助
金

の
場
合
で
す
と
、
そ
の
源
泉
は
税
金

な
ど
で
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
さ
ら

に
慎
重
な
使
用
や
成
果
報
告
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
非
営
利
活
動
法
の
改

正
な
ど
を
経
て
、
寄
付
に
と
も
な
う

税
制
上
の
各
種
優
遇
措
置
も
拡
大
し

て
き
ま
し
た
の
で
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

変
革
期
を
迎
え
る
N
P
O

し
て
の
活
動
の
核
に
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
企
業
会
計
と
い
う

考
え
方
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
れ
ば
、

非
営
利
組
織
の
活
動
が
す
べ
て
最
適

化
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は

な
い
わ
け
で
す
。

　

非
営
利
組
織
で
は
誰
も
が
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
必
死
に
な
る
。
そ
の
反
動
と

し
て
会
計
を
含
め
た
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ

ス
の
こ
と
が
疎
か
に
な
っ
て
し
ま
い

が
ち
に
な
る
。
と
て
も
大
事
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
自
身
と
し
て
も
才

能
に
溢
れ
て
い
る
よ
う
な
人
で
あ
っ

て
も
、
せ
っ
か
く
立
ち
上
げ
た
非
営

利
組
織
が
続
い
て
い
か
な
い
と
い
う

例
を
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
見
て

き
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
非
営
利
組
織

会
計
は
ど
こ
ま
で
企
業
会
計
化
で
き

る
の
か
、
逆
に
い
え
ば
ど
こ
が
非
営

利
組
織
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
の
か
と
い

う
こ
と
を
研
究
し
な
が
ら
、
海
外
の

動
向
も
常
に
注
視
し
な
が
ら
非
営
利

組
織
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
会
計
と
い
う
立
場

か
ら
、
非
営
利
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
達
成
に
、
間
接
的
に
貢
献
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
│
│
と
い
う
の

が
、
現
在
の
私
の
思
い
で
す
。

　

私
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
動
向
を

比
較
検
討
す
る
な
か
で
、
非
営
利
組

織
の
会
計
の
今
後
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

非
営
利
組
織
会
計
の
ビ
ジ
ネ
ス
化

は
、
ど
う
し
て
も
進
ん
で
い
く
と
思

い
ま
す
。
と
い
う
の
も
非
営
利
組
織

が
非
常
に
発
展
し
た
ア
メ
リ
カ
で

は
、
数
多
く
あ
る
非
営
利
組
織
の
生

き
残
り
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

草
の
根
で
活
動
を
し
て
い
て
、
会
計

に
な
ん
て
興
味
が
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
は
組
織
が
続
い
て
い
か
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
し

っ
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
大
口
の
寄

付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
組
織
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
化
し
な
け

れ
ば
サ
バ
イ
ブ
（
生
き
残
り
）
で
き

な
い
わ
け
で
す
ね
。

　

一
方
で
、
非
営
利
組
織
が
企
業
と

大
き
く
異
な
る
点
は
、
営
利
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
使
命
）
を
果
た
す
こ
と
が
組
織
と

会
計
学
か
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成
を
支
え
た
い
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博
物
館
は
ど
の
よ
う
な
施
設

で
し
ょ
う
か

　

国
学
院
大
学
博
物
館
の
淵
源
は
、
昭

和
３
（
1
9
2
8
）
年
に
、
当
時
学
生

で
あ
っ
た
樋
口
清
之
博
士
（
1
9
0
9

〜
97
）
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
考
古
学

標
本
室
で
す
。
ま
た
、
38
年
に
本
学
創

立
80
周
年
記
念
事
業
で
設
置
さ
れ
た
神

道
学
資
料
室
も
当
館
に
連
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
両
組
織
は
幾
度
か
の
改
称
の

の
ち
統
合
さ
れ
、
平
成
20
年
に
は
伝
統

文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
資
料
館
が
開

館
。
平
成
25
年
に
「
国
学
院
大
学
博
物

館
」
と
改
称
し
、
今
年
で
博
物
館
と
し

て
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
10
年
を
迎
え
ま
し

た
。
研
究
・
教
育
の
拠
点
、
社
会
へ
の

成
果
発
信
の
場
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

常
設
展
示
は
「
校
史
」「
神
道
」「
考

古
」
の
３
部
門
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

古
来
の
祭
祀
や
信
仰
に
関
す
る
紹
介
、

埴
輪
や
縄
文
土
器
な
ど
の
遺
物
、
本
学

の
歴
史
や
国
学
に
ま
つ
わ
る
資
料
と
国

学
院
な
ら
で
は
と
い
っ
た
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。
特
徴
は
「
モ
ノ
」
と

「
心
」
を
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
。
単

に
「
モ
ノ
」
を
陳
列
す
る
だ
け
で
は
な

く
、「
モ
ノ
」
か
ら
日
本
文
化
の
「
心

（
精
神
性
）
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
ま
す
。

博
物
館
が
あ
る
意
味
と
は

　

学
術
資
産
の
収
集
、
保
護
が
全
て
の

博
物
館
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
す
。
本

学
で
は
、
神
道
や
考
古
学
な
ど
日
本
文

化
に
特
化
し
て
い
ま
す
。

　

収
蔵
し
た
学
術
資
産
を
公
開
す
る
こ

と
の
意
味
は
、
実
物
の
良
さ
に
た
ど
り

着
き
、
直
感
を
得
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。
古
文
書
で
あ
れ
ば
紙
の
質
感
や
文

字
の
風
合
い
、
土
器
で
あ
れ
ば
大
き
さ

や
職
人
の
手
に
よ
る
微
妙
な
で
こ
ぼ
こ

や
指
紋
の
あ
と
な
ど
、
実
物
を
見
る
か

ら
こ
そ
「
モ
ノ
」
の
背
景
に
あ
る
人
の

存
在
や
「
心
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

当
館
に
は
、
平
成
21
年
か
ら
今
年
５

月
末
ま
で
で
約
50
万
人
が
来
館
さ
れ
ま

し
た
。
神
道
資
料
を
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
ご
覧
に
な
る
方
も
い
れ
ば
、
考
古
資

料
を
見
て
「
す
ご
い
」
と
声
を
上
げ
る

方
も
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
単
に
学
術
資
産
を
公
開

す
れ
ば
よ
い
と
い
も
の
で
は
な
く
、
常

に
「
国
学
院
大
学
博
物
館
」
と
い
う
存

在
の
役
割
を
考
え
な
が
ら
進
ん
で
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
２
つ
の
循
環
が
生

ま
れ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
１
つ

は
「
研
究
・
教
育
の
循
環
」、
も
う
１

つ
が
「
大
学
と
社
会
で
の
循
環
」で
す
。

研
究
・
教
育
の
循
環
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か

　

博
物
館
の
存
在
が
、
本
学
教
員
の
研

究
成
果
と
学
生
の
学
び
を
繫
ぎ
、
相
互

に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
循
環
が
生
ま

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
で
は
、
教
員
に
よ
る
最
新
の

研
究
成
果
の
発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
縄
文
時
代
の
重
要

遺
跡
で
あ
る
居
家
以
岩
陰
遺
跡
（
群
馬

県
長
野
原
町
）
の
発
掘
調
査
や
最
近
で

は
神
道
の
「
祓
」
に
関
す
る
研
究
成
果

を
活
か
し
た
展
示
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
過
去
か
ら
脈
々
と
続
く
研
究
も

同
様
に
展
示
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
19
日
ま
で
行
う
伊
豆
三
嶋
信
仰
に

関
す
る
特
別
展
で
は
、
神
道
考
古
学
を

確
立
し
た
大
場
磐
雄
博
士
（
1
8
9
9

〜
1
9
7
5
年
）
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
研

究
成
果
が
活
き
て
い
ま
す
。

　

学
生
た
ち
は
展
示
を
通
じ
て
、
日
々

の
授
業
を
担
当
す
る
教
員
た
ち
の
「
研

究
者
」
と
し
て
の
姿
と
そ
の
研
究
に
ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
授
業
で
学
ん

だ
内
容
も
あ
れ
ば
、
新
し
く
知
る
内
容

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
座
学
だ
け
で
は
な

く
、
遺
物
や
歴
史
資
料
な
ど
本
物
の
学

術
資
産
を
目
に
す
る
こ
と
と
併
せ
、
学

生
は
学
び
の
実
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
し
、
知
的
好
奇
心
や
探
究
心
を
広

げ
、
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
学
芸
員
を
目
指
す
学
生

た
ち
が
収
蔵
品
で
学
術
資
産
の
取
り
扱

い
を
学
ぶ
と
い
っ
た
こ
と
も
行
っ
て
い

ま
す
し
、『
論
語
』
展
で
は
、
研
究
に

取
り
組
む
大
学
院
生
が
展
示
解
説
に
協

力
す
る
な
ど
、
学
生
自
身
に
と
っ
て
の

体
験
、
実
践
の
場
と
し
て
の
活
用
も
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
収
蔵
品
は
デ
ジ

タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
通
じ
て
、
高
解

像
度
画
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
図
書

館
が
収
蔵
す
る
貴
重
図
書
な
ど
、
全
学

的
な
学
術
資
産
を
公
開
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
も
な
っ
て
い
て
、
学
内
外

の
教
員
、
学
生
、
一
般
の
方
の
研
究
や

学
修
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
博
物
館
と
い
う
存
在
が
あ
る

か
ら
こ
そ
取
り
組
め
る
こ
と
で
す
。
教

員
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
学
生
の
学
び

が
深
ま
り
、
実
践
の
場
と
し
て
も
機
能

す
る
。
博
物
館
が
ハ
ブ
と
な
り
生
ま
れ

る
こ
の
循
環
が
、
次
世
代
の
日
本
文
化

研
究
者
の
育
成
や
、
学
生
の
見
識
を
深

め
る
こ
と
に
繫
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

国
学
院
大
学
博
物
館
改
称
10
周
年

　

平
成
25
年
の
改
称
か
ら
10
周
年
を
迎
え
た
国
学
院
大
学
博
物
館
。
研
究
拠

点
、
教
育
で
の
活
用
、
一
般
へ
の
成
果
公
開
な
ど
多
様
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。「
博
物
館
は
国
学
院
大
学
を
体
現
す
る
場
所
」
と
語
る
笹
生
衛
館
長
は
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
同
館
を
基
点
に
２
つ
の
循
環
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
い

う
。
今
後
の
展
望
と
併
せ
話
を
聞
い
た
。

笹
生
衛
館
長
に
聞
く

を魅
せる

学
術
資
産
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大
学
と
社
会
で
の
循
環
は

ど
う
で
し
ょ
う
か

　

博
物
館
の
活
用
方
法
が
広
が
り
、
学

術
資
産
や
研
究
の
成
果
が
よ
り
広
く
社

会
へ
循
環
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
き
っ
か
け
は
コ
ロ
ナ
禍
で

す
。
日
本
で
も
感
染
が
拡
大
し
、
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
と
当
館
も
臨

時
休
館
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
数

年
間
は
短
縮
開
館
と
い
っ
た
対
応
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
博
物
館

も
同
様
の
影
響
を
受
け
、
社
会
の
中
で

知
的
好
奇
心
を
満
た
す
機
会
が
失
わ
れ

て
い
く
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
か
ね
て
必
要
性
を
感
じ
て

い
た
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
始
め
た

の
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

で
し
た
。
教
員
、
研
究
者
、
学
芸
員
が

協
力
し
て
動
画
を
制
作
し
、
動
画
サ
イ

ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
常
設
展
３
部

門
の
紹
介
だ
け
で
は
な
く
、
年
数
回
実

施
す
る
企
画
展
も
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
企
画
展
の
動
画
で
は
、
単
な
る
展

示
紹
介
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
深
い

解
説
を
研
究
者
が
行
う
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ト
ー
ク
」
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
方
に
ご
視
聴
い
た
だ
い
て
お
り
、

新
た
な
フ
ァ
ン
が
生
ま
れ
た
と
思
い
ま

す
。

　

こ
う
い
っ
た
積
み
重
ね
の
成
果
か
、

近
年
で
は
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
ニ
コ
ニ

コ
美
術
館
や
日
曜
美
術
館
、
ぶ
ら
ぶ
ら

美
術
・
博
物
館
と
い
っ
た
番
組
で
の
紹

介
や
、
企
画
展
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
特
別
生
配
信
な
ど
の
機
会
が
生
ま

れ
た
の
で
す
。
多
い
時
に
は
、
数
万
人

の
方
が
視
聴
さ
れ
る
な
ど
、
み
な
さ
ん

の
日
本
文
化
へ
の
興
味
の
強
さ
も
実
感

し
ま
し
た
。
動
画
を
見
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
実
際
の
展
示
を
見
に
来

館
さ
れ
る
と
い
う
想
定
以
上
の
効
果
も

あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま

し
た
が
、
時
間
や
距
離
の
制
約
を
オ
ン

ラ
イ
ン
の
活
用
に
よ
っ
て
超
え
る
機
会

に
も
な
り
、
新
た
な
博
物
館
の
在
り
方

や
活
用
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
社
会
に
成
果
を
還
元
、

循
環
す
る
こ
と
が
一
層
進
ん
だ
こ
と
は

間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

10
年
間
の
振
り
返
り
と

今
後
の
展
望
は

　

博
物
館
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら

の
10
年
を
振
り
返
る
と
、
本
学
創
立
以

来
1
4
0
年
の
歴
史
で
蓄
積
し
て
き
た

学
術
資
産
を
持
つ
博
物
館
は
、
非
常
に

重
要
な
意
義
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
本

学
は
、
日
本
の
文
化
や
伝
統
の
講
究
を

創
立
以
来
の
使
命
と
し
て
掲
げ
て
お

り
、
収
蔵
し
て
き
た
学
術
資
産
も
神

道
、
考
古
学
と
い
っ
た
日
本
文
化
に
関

す
る
「
モ
ノ
」
に
特
化
し
て
い
ま
す
。

収
蔵
す
る
学
術
資
産
は
、
10
万
点
を
超

え
、
国
内
だ
け
で
な
く
世
界
的
に
貴
重

な
品
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、

研
究
を
進
め
る
上
で
必
要
不
可
欠
な

「
モ
ノ
」、
つ
ま
り
実
物
資
料
で
す
。

　

伝
統
文
化
を
考
え
る
と
き
、「
モ

ノ
」
は
地
に
足
を
つ
け
た
研
究
を
進
め

る
た
め
に
は
大
変
重
要
で
す
。
そ
し

て
、
実
物
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
最
新
の

研
究
の
成
果
は
学
生
の
学
び
へ
還
元
さ

れ
て
い
ま
す
。
学
術
資
産
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
る
展
示
を
キ
ャ
ン
パ
ス
や
動
画

で
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆

さ
ん
の
知
的
好
奇
心
に
も
応
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

日
本
の
文
化
や
伝
統
に
ふ
れ
、
よ
り

理
解
し
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る
。

こ
れ
は
、
わ
が
国
独
自
の
文
化
を
未
来

へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
博
物
館

は
、「
国
学
院
大
学
」
を
体
現
す
る
場

所
だ
と
思
い
ま
す
。

　

「
研
究
・
教
育
の
循
環
」「
大
学
と

社
会
で
の
循
環
」
に
加
え
、「
日
本
文

化
の
未
来
へ
の
継
承
」
―
全
て
は
先
人

た
ち
が
蓄
積
し
て
き
た
学
術
資
産
が
根

幹
に
あ
り
ま
す
。「
国
学
院
大
学
の
博

物
館
」
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
さ

ら
に
推
し
進
め
る
こ
と
で
、
博
物
館
は

２
つ
の
循
環
と
未
来
へ
の
継
承
を
進
め

る
ハ
ブ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

博
物
館
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

こ
ち
ら

　

考
古
学
は
、
主
に
遺
跡
・
遺
構
・
遺
物
な
ど
、
地
中
に
埋
も
れ
て
い
た
「
モ

ノ
」
を
研
究
対
象
と
し
て
、
無
文
字
社
会
か
ら
今
日
に
至
る
人
類
史
を
探
求
す
る

学
問
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
考
古
学
陳
列
室
の
創
設
以
来
、
博
物
館
が
収
集
し
て

き
た
考
古
資
料
に
よ
っ
て
世
界
の
中
に
お
け
る
日
本
列
島
史
を
俯
瞰
す
る
と
と
も

に
、
文
学
部
・
文
学
研
究
科
考
古
学
研
究
室
の
学
術
調
査
や
、
国
学
院
な
ら
で
は

の
神
道
考
古
学
的
な
研
究
成
果
も
交
え
て
、
こ
の
列
島
に
生
き
た
人
々
の
「
心
」

の
歩
み
を
辿
っ
て
い
く
。

考古ゾーン
　

古
く
か
ら
人
々
は
、
信
仰
の
「
心
」
が
込
め
ら
れ
た
「
モ
ノ
」
を
用
い
て
、
日

本
に
根
差
し
た
神
々
へ
の
ま
つ
り
を
行
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
日
本
各
地
の
神

社
―
信
仰
が
表
現
さ
れ
る
場
―
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
ま
つ
り
に
焦
点
を
当

て
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
「
モ
ノ
」
と
、
そ
の
中
に
込
め
ら
れ
た
「
心
」
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
時
代
ご
と
、
あ
る
い
は
場
所
ご
と
に
多
様
な
姿

を
見
せ
る
日
本
文
化
と
そ
の
基
層
で
あ
る
神
道
の
特
質
に
も
迫
る
。

神道ゾーン
　

国
学
院
の
校
名
に
冠
す
る
「
国
学
」
と
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
関
す
る
諸
現

象
・
事
物
の
成
り
立
ち
と
そ
の
本
質
の
解
明
を
目
指
し
た
学
問
で
あ
り
、
古
典
籍

や
古
器
古
物
な
ど
の
「
モ
ノ
」
を
通
じ
て
、
日
本
人
の
「
心
」
を
究
明
す
る
総
合

的
な
日
本
文
化
学
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
国
学
院
お
よ
び
そ
の
設
立
母
体
で
あ

る
皇
典
講
究
所
関
連
の
資
料
や
、
本
学
所
蔵
の
資
料
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
本
学
に
お
け
る
伝
統
文
化
研
究
・
教
育
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、「
モ
ノ
」

と
「
心
」
に
関
す
る
本
学
の
歴
史
と
学
問
の
展
開
を
追
う
。

校史ゾーン

魅
せる
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院
友
会
支
部
の
協
力
に
よ
る
物
産
展

ホームカミングデー初の祝日開催
母校へようこそ！賑わうキャンパス

　

国
学
院
大
学
の
卒
業
生
（
院
友
）
と
家

族
ら
が
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

に
集
う
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
が
10

月
９
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
初
の
祝
日
開
催
な
が
ら
あ
い
に
く
の

雨
で
心
配
さ
れ
た
が
、
会
場
で
は
学
術
、

ス
ポ
ー
ツ
、
エ
ン
タ
メ
と
多
岐
に
わ
た
る

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
各
地
か
ら
訪
れ
た

院
友
ら
で
賑
わ
っ
た
。

■
正
し
い
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
は

　

開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
い
て
の
特
別
講

演
で
は
、
ソ
チ
冬
季
五
輪
男
子
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
５
位
入
賞
の
実
績
を
持
つ
人

間
開
発
学
部
健
康
体
育
学
科
の
町
田
樹

た
つ
き

助
教
が
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
『
観
る
』
と
は

何
か
？
」
と
題
し
て
「
正
し
く
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
を
楽
し
む
術
」
を
伝
授
し
た
。

　

町
田
助
教
は
「
難
し
い
と
さ
れ
る
ア
ー

ト
鑑
賞
と
同
等
か
そ
れ
以
上
に
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
は
難
し
い
」
と
し
、
そ
の
背
景
に

「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
い
う
４
つ
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
バ
イ
ア

ス
（
偏
り
）
が
存
在
す
る
」
こ
と
を
強

調
。「
知
ら
ぬ
う
ち
に
方
向
づ
け
ら
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
避
け
る
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
本
質
を
見
抜
く
批
評
眼
を
獲
得
す
る
こ

と
が
肝
心
」
と
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
「
プ
レ
ー
に
込
め
ら
れ
た
一
つ

一
つ
の
意
図
、
選
手
の
成
長
度
合
い
や
試

合
の
歴
史
的
意
義
を
文
脈
化
す
る
こ
と
で

批
評
眼
は
養
え
る
。
情
報
収
集
や
観
戦
経

験
を
積
み
重
ね
て
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
て

ほ
し
い
」
と
町
田
助
教
。「
ス
ポ
ー
ツ
を

観
る
人
も
ア
ス
リ
ー
ト
と
と
も
に
価
値
を

生
み
出
す
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
一
人
。
競
技
力

と
観
戦
力
の
交
わ
る
と
こ
ろ
に
価
値
が
生

ま
れ
る
」
と
結
ん
だ
。

■
「
日
本
」
を
学
ぶ
講
演
＆
ト
ー
ク

　

こ
の
日
は
針
本
正
行
学
長
に
よ
る
特
別

講
演
「
源
氏
物
語
の
魅
力
―
本
学
所
蔵
貴

重
書
を
読
む
」
も
開
催
。
本
学
図
書
館
所

蔵
の
河
内
本
『
源
氏
物
語
』
や
注
釈
書
の

『
河
海
抄
』
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
「
紫

式
部
の
自
筆
本
は
残
っ
て
い
る
か
？
」

「
光
源
氏
の
モ
デ
ル
は
？
」
の
２
点
に
つ

い
て
論
じ
、「
光
源
氏
の
モ
デ
ル
は
宇
多

天
皇
の
第
四
皇
子
・
敦
慶
親
王
と
さ
れ
る

が
、『
日
本
書
紀
』
に
始
原
が
求
め
ら
れ

る
『
光
る
君
』
と
い
う
表
現
が
そ
の
高
貴

さ
を
象
徴
し
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
は

先
行
す
る
書
籍
か
ら
受
け
継
ぐ
豊
穣
の
表

現
世
界
を
展
開
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

一
方
、
国
学
院
大
学
博
物
館
で
開
催
中

の
特
別
展
「
三
嶋
の
神
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
―

焼
き
出
さ
れ
た
伊
豆
の
島
々
―
」
に
合
わ

せ
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

同
館
の
笹
生
衛
館
長
（
神
道
文
化
学
部

教
授
）、
内
川
隆
志
副
館
長
（
文
学
部
教

授
）、
研
究
開
発
推
進
機
構
の
深
澤
太
郎

教
授
と
吉
永
博
彰
助
教
の
４
人
が
登
壇
。

伊
豆
半
島
と
諸
島
を
生
み
出
し
た
と
さ
れ

る
三
嶋
神
が
時
代
の
変
遷
に
よ
っ
て
火
山

鎮
護
の
神
か
ら
武
家
の
守
護
神
に
変
容
し

た
い
き
さ
つ
を
解
説
し
た
。

■
出
雲
路
へ
声
援
熱
く

　

同
日
開
催
と
な
っ
た
「
出
雲
駅
伝
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」
も
目
玉
の
一

つ
。
会
場
に
は
ほ
ぼ
満
席
の
観
衆
が
詰
め

か
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
登
場

し
た
前
田
康
弘
陸
上
競
技
部
監
督
や
出
場

選
手
ら
に
熱
い
声
援
を
送
っ
た
。
屋
外
で

は
、
院
友
会
の
各
支
部
な
ど
の
協
力
で
物

産
展
も
行
わ
れ
、
郷
土
の
自
慢
の
品
を
販

売
。
各
ブ
ー
ス
で
は
、
特
産
品
を
紹
介
し

つ
つ
、
参
加
者
ら
と
会
話
を
交
わ
し
て
い

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
の
中
断
や
制
限
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ

ャ
ン
パ
ス
で
の
ミ
ツ
バ
チ
育
成
事
業
「
万

葉
エ
コ
Ｂ
e
e
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
学

生
た
ち
も
出
店
し
、
復
活
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

源
氏
物
語
の
魅
力
を
語
っ
た
針
本
学
長

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
論
じ
た
町
田
助
教
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　定定員　料料金　申申し込み　問問い合わせ
… 在学生　 … 保証人　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からのお知らせ
令和５年度学費等納付金について

内 令和５年度学費等納付金（後期）口座振替日は、
11月27日㈪です。詳細は、10月中旬に発送した
「学費等納付金納入のお願い」や大学ＨＰをご確認
ください。
問 経理課、学生生活課、たまプラーザ事務課、大学院
事務課

「指定寄付金」ご協力のお願い

内 学校法人国学院大学では、私学としての公共性と独
自性のある教育研究体制を確立するため、広く寄付
を募っています。寄付の種類は、「学生・生徒等の
奨学基金」「学生・生徒等の活動支援」「教育・研究

キャリアサポート
※ 詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行ってください

内 各業界のリーディングカンパニーの採用担当者
が、業界や企業の説明をします。この機会に志
望する業界や企業への理解を深めましょう。志
望業界が定まっていない人は、さまざまな企業
の話を聞いて興味・関心の幅を広げていきまし
ょう。
日開催中～11月10日㈮
※終了日は変更の場合があります
対１～３年生

企業セミナー

内 秋採用を行う本学学生の採用意欲が高い優良企
業をお招きして開催する学内合同企業説明会で
す。就職活動を継続されている方はぜひ活用し
てください。
日11月15日㈬
対４年生

第４回ＷＥＢ合同企業説明会

内 就職活動を終えた４年生が、最新の情報と自ら
の経験を糧にアドバイスを行います。どのよう
に就職活動を進めていったのか、志望する業界
・企業をどんな考えで決めていったのかなど、
下級生のみなさんに参考となる生の声を聞くこ
とができます。民間・公務員にかかわらず就職
に関わる疑問を相談してみましょう。
日月曜から金曜（大学休講日を除く）
時14時～18時
対１～３年生

内定者アドバイザーによる相談受け付け開始

内 東急グループの優良企業13社が参加して、業
界および企業の説明を行います。
日11月15日㈬
時14時30分～17時
場 有栖川宮記念ホール（渋谷キャンパス若木タワ
ー18階）
対１～３年生

東急グループＤＡＹ

令和５年度 オンライン公開講座
「渋谷を科学する―渋谷学」
内 国学院大学では平成 14 （2002）年から創立 120 周
年記念事業として、学部・学科を超えて学際的に
「渋谷を科学する」取り組み、「渋谷学」をスター
トさせ、現在に至っています。
　 この講座では「渋谷学」の研究成果に基づき、今や
東京・日本を代表する都市となった渋谷について、
１回60分・全５回の講座から多角的、多面的に考
えます。
※ 視聴にはパソコン・スマートフォンなどの端末とイ
ンターネットに接続できる環境が必
要です。
日配信中～11月30日㈭
料7500円
申専用ＨＰ（二次元コード）から申し込み
問 エクステンションセンター
　（☎03・5466・0270、めjigyou@kokugakuin.ac.jp）

令和５年度 国学院大学文化講演会

内 コロナ禍を契機として、コミュニケーションの在り
方は大きく変わりました。直接意見を述べ合う機会
が減った時期を経た今、講師に福澤朗氏（フリーアナ
ウンサー）をお招きし、「心をのせたコミュニケーシ

振興支援」「施設・設備充実支援」の４つに加え、
学生の課外活動を支援するための「課外活動支援
（スポーツ強化部会など）」や「メッセージ募金」
を設けています。「メッセージ募金」は、スポーツ
活動や課外活動などに熱心に取り組む学生に向け
て、ＨＰ上からメッセージを直接投稿してもらう仕
組み。ワンコイン（500円）から寄付が可能で、メ
ッセージはそのまま専用ＨＰに公開されます（匿名
可）。
申 専用用紙またはインターネットでのクレジットカー
ド決済（VISA、MasterCardの２種類）が可能です。
問 総務課（☎03・5466・0111）
※ 本法人への指定寄付金は税制上の優遇
措置を受けることができます。募金
に関する情報は専用ＨＰ（二次元コー
ド）で閲覧できます。

ョンが人生を豊かにする」として、改めてコミュニケ
ーションに必要な要素を紐解き、人生を豊かにする
ために何が必要であるのかを考えていきます。
日11月11日㈯14時～15時30分
場渋谷キャンパス常磐松ホール
定200名
料無料
申専用ＨＰ（二次元コード）から申し込み
問エクステンションセンター
　（☎03・5466・0270、めjigyou@kokugakuin.ac.jp）

令和５年度　公開学術講演会「国学院大
学における博物館黎明期～戦後まもなく
の考古学資料室」

内 国学院大学博物館の淵源である考古学陳列室創設
95周年、博物館改称10周年を記念して、下津谷達
男氏（元国学院大学栃木短期大学教授）を講師に迎
え、本学博物館の黎明期を振り返ります。
日11月18日㈯13時～14時30分
場渋谷キャンパス常磐松ホール
定200名
料無料
申 11月11日㈯締め切り。定員に達した場合は受け付
けを終了します。申し込みは専用ＨＰ（二次元コー
ド）から
問 研究開発推進機構事務課（☎03・5466・0104、
めkikou@kokugakuin.ac.jp）

イベント

　大学生・大学院生がまちづくりの
プランを提案し、競い合う「大学生
観光まちづくりコンテスト2023」
の福島復興ステージが９月15日、
福島県富岡町で開催され、観光まち
づくり学部２年生の小村恋

こ

晴
はる

さんと
辻響

ひび

輝
き

さんがＪＴＢ賞を受賞した。
　同コンテストは、東日本大震災に
よる東京電力福島第一原子力発電所
の事故で避難指示などの対象となっ
た福島県12市町村へのまちづくり
に関する提案を対象とするもの。今
回は、「市町村が掲げる地域資源・
観光資源に基づき、復興に向けて前
向きに取り組んでいる方と連携した
『観光まちづくりプラン』」がテー

マ。全国から117チームが応募し、
本選には選抜された11チームが出
場した。
　小村さんと辻さんは、「染め物の
まち・川内村～川内村がDyeスキ
になるツアー～」として、同村の特
産品である染物を核にしたまちづく
りのプランを提案。他の受賞プラン
は大学院、大学の研究室主導で取り
組み提案を行ったなか、小村さんと
辻さんは独力で課題の抽出や現地調
査、提案を行い、創造性と新規性が
高く評価されての受賞となった。
　審査員らの前でプレゼンテーショ
ンに臨んだ２人は、応募のきっかけ
について「被災したまちの未来や在

り方を考えたいと思った」と語り出
し、「川内村の人々が村の魅力を再
認識し、誇りを持てるようにした
い」と続けた。２人は、３泊４日で
実施したフィールドワークで見聞き
した村の現状や課題を踏まえ、地域
の活性化や観光客の誘致を検討。
「地域資源が豊富で、自然が豊か。
地元の方の優しさ」と同村の良さを
挙げ、それらを踏まえて「観光客の
誘致と地域の活性化を検討した」と
語った。
　２人は、染物とワインや農産物な
どという同村の特産品同士を掛け合
わせることで、新しい染物を生み出
すことを提案。「新しいコンテンツ

だが、かつて村の産業の一角を担っ
た養さん業と現在の産業との歴史的
な繫がりを踏まえた」と語り、染物
体験ツアーなどを通じた観光客の誘
致を図ることを掲げた。プランの
特徴については、「村の産業に一体
感を持たせ、地域活性化も期待でき
る。多くの地元の方が関われ、自分
も携わっているという意識を高めら
れる」とした。２人は、体験ツアー
についても「村の経済循環が高ま
り、染物体験の場所として空き家の
活用なども行える」とメリットを説
明。最後に「川内村の新たな姿を生
み出すプランになる」と締めくくっ
た。

小村さん・辻さん（観まち２）
福島のまち復興プランで受賞
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　扇子片手に、次々と軽快な落語が響く。国学院
大学落語研究会の練習風景の一コマだ。
　落語研究会は、昭和32（1957）年に設立さ
れ、今年で66年となる歴史を持つ。第66代会長
を務める寺澤蓮さんは、「新入生勧誘の時に先輩
たちの様子や活動の雰囲気に惹かれました」と入
部のきっかけを語る。
　コロナ禍で一時は部員が12人まで減ったが、
現在では31人が所属。「もともと落語に興味があ
ったという部員もいれば、新しいことにチャレン
ジしたいと入部した部員もいます。最近では、落
語を題材にした漫画をきっかけに興味を持ち、入
部するケースも増えていますね」という。
　同部は、若木祭や東京・浅草の演芸場などで開
催する定期寄席で落語を披露している。ほかにも
他大学との合同寄席、老人ホームなどでの出張寄
席などで精力的に活動している。今年も近隣の小
学校で寄席を披露。寺澤さんは、「子どもたちに
伝統芸能に触れてもらえて、落語に取り組む一人
として嬉しい」とはにかんだ。
　稽古は週２回。基本的な噺を覚えることからス
タートし、所作や演技など、伝統芸能である落語
に必要不可欠なことを修得していく。「一通り基
本的なことを覚えると、学生同士で噺をお互いに

披露します。『ここが良かった』『もっとこうした
方が良い』などお互いに批評して、稽古を重ねて
噺を磨いていきます」と真剣な表情。
　ＯＢ・ＯＧから指導してもらうことも多いそう
だが、「まずは学生同士で実力を高めていくこと
が伝統」と語る。批評のやり方も、代々の上級生
から下級生へ引き継がれてきた。新入部員には、
先輩が普段の稽古の様子から合いそうな噺を用意
するなど、後輩を育てる環境も受け継がれている
ものの一つだという。
　高座での礼儀作法の修得や落語の稽古には全員
が緊張感を持って臨む。だが、「厳しい一辺倒で
はありません。真剣な切

せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

は大事にしていま
すが、和やかに過ごすところもあり、メリハリを

一歩から共に成長できる環境に笑顔を見せる。他
の神道系サークルと連携する機会も多く、荒川さ
ららさん（神文２）は「会を超えた交流があるの
で、学内での繫がりが広がる機会になっていま
す」と語る。
　舞の稽古が始まると、苦労も多いという。副会
長の山﨑夏海さん（日文３）は、「自分の感覚と
実際の動きにはどうしてもずれがあり、それを
埋めるのが大変」と語るが、「直すべき点に自分
でも気づけるようになってきた。少しは成長した
かなと」とはにかんだ。町屋桃子さん（日文２）
は、「二人舞、四人舞となると動きを合わせるの
も一苦労。俯

ふ

瞰
かん

した目線で確認してくださる先生

つけています」と寺澤さんは会長としての顔を見
せる。
　現在は11月の若木祭での定期寄席に向けて稽
古に取り組んでいる。寺澤さんたち３年生部員に
は、引退寄席となる。「扇子と手ぬぐい、自分の
所作と語りで何役も演じ、情景を描ききる。余計
なものがない分、奥深い。だからこそ笑ってもら
えた時の達成感がある」と語る。コロナ禍でのオ
ンライン寄席などを経て、改めて観客と向き合う
寄席の魅力に気づいたという。部員も増え、後輩
も頼りになるから安心して引退できるという寺澤
さんは、「だからこそ最後は、一人の噺家として
やりきりたい。ぜひ若木祭の寄席に来てくださ
い」と笑顔を見せた。

からのご指導を受け、練習に取り組みますが、舞
がそろった時には言葉で言い表せないほど嬉しい
です」と充実した表情を見せる。
　９月から11月にかけ各地の神社で多く祭祀が
行われるため、同会への依頼も多い。はじめて神
楽舞を奉仕した時の話を聞くと、５人全員が「と
にかく緊張した」と口をそろえる。現地に行く
と、舞う場所が限られていたり、雅楽の演奏もテ
ンポが異なったりと臨機応変が求められる。だ
が、どんな状況でも祭式を守り、精いっぱい舞
う。松本さんは「普段の練習で積み重ねてきたも
のが支えてくれる」と言葉に力を込めた。
　奉仕は気づきの機会にもなっている。町屋さん
は「参列される方にとって、一生に一度というよ
うな機会でのご奉仕もあります。伺ったお祭りの
重要性も見つめ、緊張感を持って臨めるようにな
りました」、桐田さんは「その地域でずっと神社
を守ってきた方々と出会えます。神様を大切にす
る人の心に触れると、改めて心を込めて奉仕しよ
うと思う」と神明奉仕の心の涵養に繫がってい
る。荒川さんは「部に入るまで、神楽舞は非日常
の存在でした。今は身近な存在になり、世界が広
がりました。これからもずっと自分の世界の一部
です」と神楽舞との出会いに感慨深げ。
　山﨑さんは「入部のきっかけは何であれ、神楽
舞を通じた奉仕の気持ちが、次の代にも繫がって
ほしい」と語る。４年間の活動を振り返った松本
さんは「憧れではじめた神楽舞。その華やかさは
ずっと変わらない。奉仕を通じて得られるものは
たくさんある。ぜひ、一人でも多くの人に入って
もらい、神楽舞に触れてほしい」と願いを語っ
た。

　装束に身を包んだ学生たちが、厳粛な空気の中
で神楽舞を研さんする―国学院大学神楽舞サーク
ル「みすゞ会」の活動風景だ。
　同会は祭祀の際に奉納される神楽舞を修得し、
学内や各地の神社などで奉仕を行っている。会長
の松本瑞希さん（神文４）に入部のきっかけを聞
くと、「高校３年生の時に観月祭を見学し、神楽
舞の美しさに惹かれた」と教えてくれた。
　現在は32人が所属するが、ほとんどが神楽舞
は未経験の状態で入部する。「それこそ、新品の
装束の仕付け糸を切ることから始まります」と松
本さん。桐田歩実さん（神文２）は「同じ立場
で、切磋琢磨していく仲間と出会えた」と初めの

切磋琢磨で噺を磨く

奉仕の心で舞う

奥深さの先にある達成感を求めて

神楽舞の美しさに惹かれて

寺澤蓮さん（経３）
高座名・四代目若木家乃

の

鼓
こ っ

太
た

荒川さん、山﨑さん、松本さん、町屋さん、桐田さん（左から）

落語研究会

神楽舞サークルみすゞ会
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女子ダブルスで全国制覇の久保田選手（左）・原選手

　全日本学生ソフトテニス大会が９
月１日から６日にかけ、石川県で開
催された。国学院大学ソフトテニス
部は、ダブルスで女子の久保田茜
選手（日文３）・原千晴選手（中文
３）ペアが優勝、男子の西本一雅選
手（健体４）・黒須柾暉選手（神文
３）ペアが準優勝となるなど好成績
を収めた。
　同大会は、大学対抗、ダブルス、
シングルスの各選手権で構成される
大学主要タイトル戦の一つ。大学対
抗選手権は、男子の部には87大学
が参加。同部男子は、４回戦までそ
れぞれ３－０と快勝。準々決勝では

早稲田大学に接戦の末、２－３と敗
れた。この結果、男子はベスト８と
なった。女子の部は、63大学が参
加。同部女子は３回戦まで危なげな
く突破し、準々決勝でも立教大学に
３－０と快勝した。準決勝では、日
本体育大学と一進一退の攻防を繰り
広げたが、２－３と惜しくも敗れ３
位となった。
　ダブルス選手権は４、５日に開
催。女子の部では、久保田選手・原
選手ペアが安定したプレーで準々決
勝まで突破し、準決勝でも日本体育
大学ペアを破る勢いをみせた。迎え
た決勝では、全日本選手権２位の実
力を持つ東京女子体育大学ペアとの
大一番に臨んだ。久保田選手・原選
手ペアは一歩も引かずに気迫のプレ
ーを見せ、大会史上に残ると評され
た激戦を繰り広げると最後は５－４
と勝ち切り、見事に全国の頂点に立
った。
　男子の部では、西本選手・黒須選

手ペアが勝ち進み、準々決勝で中央
大学ペアを５－１と圧倒。準決勝で
は日本体育大学ペアとの接戦に勝利
した。決勝では日本体育大学ペアに

０－５と敗れたが、上位４ペア中３
ペアを日本体育大学が占めるなか、
牙城を崩す活躍を見せ、準優勝とな
った。

久保田・原ペア全国優勝久保田・原ペア全国優勝
男子・西本・黒須ペアも準優勝男子・西本・黒須ペアも準優勝

男子ダブルスの黒須選手（左）・西本選手

ソフトテニス部

　関東学生卓球秋季リーグが９月12日から14日
にかけ所沢市民体育館（埼玉県）で開催され、男
女とも２部リーグに所属する国学院大学卓球部は
男子が準優勝、女子が３位となった。
　男女２部は６大学で構成され、各大学と最大７
試合で対戦。先に４勝したチームが勝利を得る方
式で行われた。同部男子は初戦で大正大学と対戦
し４－２で勝利すると、第２戦は相手校の棄権で
不戦勝。第３戦は法政大学と対戦し、一進一退の

攻防を繰り広げて第７試合までもつれたが、惜し
くも３－４で敗れた。第４戦は東洋大学に４－３
で勝利し、最終第５戦では埼玉工業大学に２－４
で敗れた。通算３勝２敗で大正大学、埼玉工業大
学と並ぶも、同部は直接対決の結果や得失点差な
どから２位となった。
　同部女子は、第１戦の東京女子体育大学に４－
０と圧勝。第２戦の青山学院大学には１－４で敗
れたが、第３戦の東京経済大学には４－０、第４

戦の順天堂大学には４－１と連続で勝利。最終第
５戦の東洋大学には１－４で敗れ、３勝２敗の３
位で秋季リーグを終えた。
　この結果から同部男子は10月７日、新座市民
総合体育館（埼玉県）で開催された１部７位校の
筑波大学との入替戦に臨んだ。試合は一進一退の
攻防を繰り広げ、最終の第７試合まで勝敗がもつ
れる大接戦となったものの、最後は惜しくも３－
４と敗れ２部残留となった。

関東学生リーグ２部 男子２位・女子３位卓球部

今季４勝目の武内投手

接戦のなか、２位に浮上
硬式野球部

　東都大学野球１部秋季リーグは第４週までを
終え、国学院大学硬式野球部は２位で最終第５
週に臨む。
　第２週で同部は青山学院大学と対戦。９月
18日の第１戦は０－６で迎えた八回裏に神山
福
もと

生
き

選手（経営４）、柳舘憲吾選手（法３）の
安打で３点を返し、九回裏には同点とするも
延長戦の末、６－10と敗れた。翌19日の第２
戦は、０－０で延長戦に突入。十二回表、無死
満塁から土

ど

山
やま

翔
しょう

生
せい

選手（経営３）が左適時打
を放ち、３－０で勝利した。22日の第３戦で
は、六回表に神山選手と田中大貴選手（健体
３）の適時打で２－１と勝ち越す。篠

ささ

本
もと

賢
けん

伸
しん

選
手（健体１）も右適時二塁打を放ち３－１と突
き放すと、投手陣が青学打線を抑え切り２勝１

敗で勝点１を獲得した。
　第３週は中央大学と対戦。27日の第１戦で
は、三回表に伊東光亮選手（経３）の二塁打な
どで１－０とすると五回表にも１点を加え２－
０で勝利し、武内夏暉投手（健体４）は完封で
３勝目。28日の第２戦は１－３と敗れた。
　第４週では東洋大学と対戦。10月11日の第
１戦では八回表、１死一・三塁から立花祥

よし

希
き

選
手（健体２）のスクイズで１－０と先制しそ
のまま勝利。武内投手は４勝目を挙げた。12
日の第２戦では０－２で迎えた六回裏に１点を
返すと七回裏、１死二塁から神里陸選手（神文
３）の右適時二塁打で同点に。延長十回裏、２
死満塁から死球の押し出しで３－２となり勝
利。同部は２位に浮上し最終戦に臨む。

東都秋季リーグ



K:DNA 102023

K:DNA　　創立141年目を迎えた国学院大学の遺伝子…個人・個性を尊重する校風　若いエネルギーが未来を変える

陸上競技部

出雲駅伝４位 各選手が力走
　学生三大駅伝の初戦となる第35回出雲全日本大学
選抜駅伝競走が10月９日、出雲大社正面鳥居前から
出雲ドーム前を結ぶ全６区間45.1kmで開催され、国
学院大学陸上競技部は４位となった。
　同部は、今季の三大駅伝全てでの表彰台を目標に掲
げて大会に臨んだ。１区の上原琉

りゅうと

翔選手（健体２）は
号砲とともに勢い良く飛び出し、観客で埋め尽くされ
た参道を駆け抜けた。４km 過ぎから先頭争いが４校
に絞られると、上原選手は５位とつけ必死に前を追
う。６km過ぎに青山学院大学、中継所手前で早稲田
大学を捉えると、最後は３位で中継所に飛び込んだ。
２区の青木瑠

る

郁
い

選手（健体２）は追走してきた青山学
院大学と早稲田大学にかわされるも、１区２位で先行
していたアイビーリーグ選抜（米国）を追い抜き、４
位で同部主将の伊地知賢造選手（健体４）へ襷リレ
ー。伊地知選手は、創価大学と城西大学の留学生選手
の猛追を受け一時は６位となるも、襷を受け取った時

点で19秒先行していた早稲田大学を追い抜き、５位
で４区の山本歩夢選手（健体３）に襷を渡した。本
学、青山学院大学、早稲田大学が30秒以内でひしめ
き合う中、山本選手は後続を引き離しつつ５位を維持
した。５区は初の出雲駅伝となる高山豪起選手（法
２）。襷を受け取った時点で46秒あった青山学院大学
との差を12秒まで縮める走りを見せ、レースは最終
６区へ。２年連続のアンカーとなった平林清澄選手
（経営３）は、冷静にペースを刻み、４km過ぎに青
山学院大学の背中を捉えると６km手前からは突き放
して単独４位に浮上。その後も懸命な走りを続け、２
時間11分７秒でゴールに飛び込んだ。優勝は駒沢大
学で２時間７分51秒の大会新記録だった。
　11月５日には、秩父宮賜杯第55回全日本大学駅伝
対校選手権大会が熱田神宮西門前（愛知県名古屋市）
から伊勢神宮・内宮宇治橋前（三重県伊勢市）を繫ぐ
全８区間106.8kmのコースで開催される。

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
る
６
区
の
平
林
選
手

勢
い
よ
く
飛
び
出
す
１
区
の
上
原
選
手

個人成績
区間 氏名 所属 タイム 区間順位 総合順位
１ 上原　琉翔 健体２ 23分６秒 ３位 ３位

２ 青木　瑠郁 健体２ 16分47秒 ８位 ４位

３ 伊地知賢造 健体４ 24分53秒 ５位 ５位

４ 山本　歩夢 健体３ 17分59秒 ６位 ５位

５ 高山　豪起 法２ 18分31秒 ４位 ５位

６ 平林　清澄 経営３ 29分51秒 ４位 ４位

総合順位（８位入賞まで）

以下略

順位 大学名 総合成績
１ 駒 沢 大 学 ２：07'51（大会新）
２ 創 価 大 学 ２：09'34
３ 城 西 大 学 ２：10'35
４ 国 学 院 大 学 ２：11'07
５ 青山学院大学 ２：11'28
６ 早 稲 田 大 学 ２：11'36
７ 中 央 大 学 ２：12'17
８ 東 洋 大 学 ２：12'35

柔道部

羽田野選手 世界ジュニア銅
団体もキャプテン務め金メダル
　2023年世界ジュニア選手権大会が10月４日
から８日にかけ、オディベーラス（ポルトガ
ル）で開催され、国学院大学柔道部の羽田野啓
太選手（健体３）が男子66kg級の日本代表と
して出場し、銅メダルに輝いた。
　この大会は、国際柔道連盟が２年に１度開催
している10代選手の世界一を争う大会。将来
の各国代表と目される選手が集い、男子66kg
級には、34カ国から43選手が参加した。羽田
野選手は１回戦でニュージーランド代表に一本
勝ちを収めると、続く２回戦ではコロンビア代
表と対戦し、残り１分で３回目の指導を受けた
相手選手の反則負けとなった。３回戦ではパラ
グアイ代表に対し開始26秒で一本を奪う速攻
を見せ、順調に突破。続く準々決勝ではエスト
ニア代表と一進一退の攻防を繰り広げたが惜し
くも敗れた。敗者復活戦に臨んだ羽田野選手
は、カザフスタン代表を一本勝ちで破り３位決
定戦へ進出。試合は、ヨーロッパジュニアチャ
ンピオンで強豪のジョージア代表との勝負とな
り、両者一歩も引かぬ競り合いを繰り広げた。
最後は、一瞬の隙をつき、技有を奪った羽田野

選手が優勢勝ちとなり、銅メダルに輝いた。羽
田野選手は、男子団体戦のキャプテンも務め、
１回戦と決勝戦に出場。１階級上の73kg級を
担い１回戦ではトルコ代表に、決勝戦ではフラ
ンス代表に勝利を収め、チームの金メダル獲得
の原動力となった。
　ほかにも９月30日から10月１日には、体重
別学生日本一を争う男子第42回・女子第39回
全日本学生柔道体重別選手権大会が日本武道館
（東京都千代田区）で開催され、男子90kg級
で中村俊太選手（健体３）が３位となった。
　中村選手は初戦から順調に勝ち上がり、４回
戦でも内股を決め一本勝ちで突破。続く準決勝
では、日本体育大学の海堀陽弥選手との対戦に
臨むと、両者一歩も譲らず延長戦に突入。試合
時間が８分を超える接戦の末、惜しくも敗れた
ものの３位で表彰台に上がった。
　同部からはほかにも10選手が参加し、同
73kg級の大塚遥人選手（神文３）と同81kg
級の騰川雄一朗選手（法４）もそれぞれベスト
８と入賞を果たした。

銅メダルに輝いた羽田野選手（柔道部提供）


